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■「時勢は人を作る（勝海舟：氷川清話）」

今年の国際協議会に出席されたガバナーエレクトの皆様には研修を終えられて新たな気持ちでガバナー年度に
備えておられるものと思います。
来年度のラシン会長のテーマは「インスピレーションになろう」であります。今年度のライズリー会長の「ロータリー:
変化をもたらす」のテーマの延長線上のテーマではないでしょうか。しかし、インスピレーションをどのようにロータリ
アンに理解してもらうことができるかが難題であろうかと考えます。
私は「時勢は人を作る（勝海舟：氷川清話）」という言葉が、ラシン会長の意図するところではないかと考えます。
ロータリアンがロータリーの意義を社会に理解してもらうために、若者を巻き込んで共に行動を起こすことが求めら
れています。時勢を見失ってはなりません。
先日の日台親善会議に出席された方も多いと思いますが、台湾、韓国そして日本に見られる東洋的な考え方と
欧米諸国の考え方に違いがあるように思われますが、目指す理念は同じであると思います。

国際ロータリー 理事石黒慶一

Zones 1 & 2 & 3

■「ロータリー活動の実働部隊はクラブ会員である」

言うまでもないことですが、ロータリー活動の具体的実働部隊はクラブの会員であり、その直接のリーダーがクラブ会長
です。クラブの会長がやる気を起こさなければ、如何にRI会長やガバナーが旗を振ってもどうにもならないし、逆にクラブ
会長がやる気になればかなりの計画が実現します。そして、クラブ会長は地区ガバナーのやる気の強弱を感じて行動し
てくれる可能性があります。従って、ロータリー活動を活発化するためには、ガバナーが如何にしてクラブ会長にやる気
を起こさせるかだと思います。
そのガバナーを支援するのがRI会長であり、私たちRI国内委員団だろうと思っています。ところが、例えば私は九州4
地区担当のARCですが、私の所属する第2700地区の事情はある程度把握できているし、ガバナーに対しても具体的な
支援が可能ですが、他の3地区については支援が限られます。そこで、今年度は主として自分の地区で会員増強に効
果があるだろうと思われる方法について試行錯誤して、その効果をみて来年度からは他の3地区のガバナーにも具体的
な方法で本格的に働きかけようと思っています。幸い今年度、第2700地区の安増ガバナーは5年間で会員を6%、つまり1
年で1.2%の増強を目標にするという第一次5カ年計画を立てています。現在の会員増の勢いから見ると目標達成は簡単
ではないと思われますが、例年よりは多い会員増が期待され、6月末が待たれます。
話の次元は変りますが、既存のクラブの会員増強も必要ですが、ロータリー活動の真の活性化には、従来型のクラブと
は異なるクラブ運営に柔軟性を持った新しいタイプのクラブを新設して、奉仕の心と活発で実際的な社会奉仕活動を好
む若い世代の会員を増やすことが必要であり、このプロジェクトに取り組むリーダーを養成することが困難であるけれど
極めて重要だと思います。女性に期待したいですね。

第３ゾーン ロータリーコーディネーター補佐 穴井元昭

■「地域社会を変える行動人」

「世界を変える行動人」について、皆様は昨年来RIから発信されてくる数多くのパンフや写真をご覧になっていらっしゃ
るかと思います。「世界を変える行動人ロータリアン」の様子を一般社会へ伝えることは、ロータリーの公共イメージ向上と
いう観点から大事なことであります。
一方、各クラブと地区にとって重要なことは、ロータリアンがそれぞれの「地域社会」で世の為、人の為に日々活動して
いることを地元の人々に先ずよくご理解頂くことです。「世界を変える行動人」はその延長線上にありますが、原点となる
「地域社会を変える行動人」は皆様方のそれぞれのクラブや地区にいらっしゃいます。

3月末東京で開かれました「会員基盤向上セミナー」で「地域社会を変える行動人」の
お一人として、四国地域を中心にカバーする「坂出東四国ロータリー衛星クラブ」
をこの度立ち上げられました２６７０地区直前ガバナーのARPIC前田直俊さんを紹介致
しました。この新クラブは学友を中心に、現代社会の多様な入会候補者のニーズを汲み
取ることが出来る会員構成で設立準備を進められました。
日本全体の会員純増率は、過去5年間のDataでは、ほぼ+/-ゼロに近い数字であり、
40歳以下の会員数は僅か１％ほどです。今後の5年間は、会員の高齢化が更に進み、
既存クラブでの純増は極めて難しい状況が続くと思われます。従いまして会員数の伸び
余地が残されているのは、クラブ運営を多様化した「衛星クラブ」や「新型クラブ」という
ことになりそうです。その様なクラブが増えて行きますと、既存クラブの運営も次第に変
化して行くのではないでしょうか。日本では女性会員の入会が1989年に可能になって
から30年近くが経過しやっと６％を占めるようになりました。
日本は変革に時間が掛かる国ですが、私達の工夫と努力次第で国際水準への到達
は可能と前向きに捉えて行きましょう。

第3ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター 横山守雄

来たれ学友中心の若者の集い
坂出東四国ロータリー衛星クラブ

入会金１万円・年会費７万円
衛星クラブ議長


